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【環境政策課】

環境政策推進費 387,050 持続可能な社会づくりを推進するため、総合的な取組を実施する。

(48,082)

１ 持続可能な滋賀社会づくり構想推進事業 12,658

財 4,454 第三次滋賀県環境総合計画の目標である低炭素社会の実現に

向け、市町と協働して地域モデルを構築することにより、県全

繰 346,830 体での持続可能な地域づくりを促進する。

諸 6,390 ２ 地域グリーンニューディール基金事業市町補助 336,830

国の経済危機対策として創設された「地域グリーンニュー

○一 29,376 ディール基金」により市町が実施する地球温暖化対策や廃棄物

処理事業に対して支援する。

新エネルギー導入戦 127,463 「しが新エネルギー導入戦略プラン」の着実な推進を目指して、重

略推進費 (22,852) 点的な取組を進める。

繰 120,000 １ 太陽光発電設置促進滋賀モデル推進事業 7,463

太陽光発電設備の設置に伴う家庭での省エネ活動の促進を図

○一 7,463 るため、電気事業者と余剰電力を売電する契約を締結した個人

に対し、その余剰電力量に対して一定額を支援する。

○新２ 個人住宅用太陽光発電導入・省エネグリーン化推進事業

120,000

家庭部門での温室効果ガス排出量削減のため、太陽光発電設

備の導入および省エネグリーン化改修を複合的に行う個人住宅

に対して支援する。

地球温暖化対策推進 65,854 低炭素社会の実現に向け、地球温暖化対策の推進のための大きな枠

費 (31,221) 組みの構築を図るとともに、滋賀県地球温暖化対策推進計画に基づき、

総合的な取組を実施する。

財 1,232

１ 協働による「みるエコおうみ」プログラム推進事業 3,200

繰 45,315 企業等との協働による家庭向けCO２削減プログラム「みるエコ

おうみ」の普及拡大に取り組む。

○一 19,307
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２ 滋賀エコ・エコノミープロジェクト推進事業 3,000

本県の経済界と協働で取り組む「滋賀エコ・エコノミープロ

ジェクト」の推進事業に対して、その経費の一部を負担する。

３ (仮称)滋賀県地球温暖化対策推進条例策定事業 553

本県の地球温暖化対策の一層の推進を図るため、新たな条例

の検討・制定を行う。

４ 低炭素社会実現に向けた工程表作成事業 5,809

2030年の温室効果ガス排出量の半減（対1990年比）を目指し、

持続可能な滋賀社会の実現に向けた工程表を作成するとともに、

普及啓発を図る。

５ 環境配慮型企業活動支援事業 4,369

低炭素社会の実現に向け、優良事例の普及等を通じて、県内

中小事業者の環境配慮活動を促進する。

○新６ 省エネ設備整備事業 30,000

県内中小事業者が温室効果ガス排出量削減のために行う設備

改修に必要な経費の一部を支援する。

○新７ 電気自動車普及促進事業 4,200

運輸部門での温室効果ガス排出量の削減対策として、電気自

動車の普及促進を図るため、県内各地域での充電設備の整備を

推進する。

環境学習推進費 3,837 「滋賀県環境学習の推進に関する条例」ならびに「滋賀県環境学習

(10,808) 推進計画」に基づき、体系的・総合的な環境学習を推進する。

○一 3,837 環境学習支援事業 3,837

県民等の主体が行う環境学習が効果的かつ適切に実施される

よう、情報の提供、交流の機会の提供、環境学習関連施設間の

連携などを行う。
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試験研究費 123,881 センターの第２期中期計画（平成20年度から平成22年度）に基づき、

(琵琶湖環境科学研究 (101,744) 政策課題への対応を目的とし、琵琶湖と滋賀県の環境についての試験

センター) 研究を推進する。

財 1,396

試験研究の推進 55,174

寄 3,000 水・大気環境等の監視、継続的なモニタリングを実施すると

ともに、持続可能な滋賀モデルの構築、湖岸生態系の保全・修

繰 7,859 復・管理、面源負荷の削減、琵琶湖の低酸素化の実態把握等に

ついて総合的に試験研究を推進する。

諸 18,776

○一 92,850

調査・資料収集事業 133,446 琵琶湖博物館の中長期基本計画に基づき、幅広いテーマで研究、調

費 (琵琶湖博物館) (107,578) 査に取り組むとともに、その成果の発信、博物館資料としての活用、

水族資料の管理等を行う。

使 30,688

研究調査の実施 39,028

繰 29,754 琵琶湖の生成や琵琶湖と人々の関わりに関する研究、展示に

関する研究等を実施する。また、琵琶湖地域の自然、歴史、暮

諸 12,464 らしの研究・調査を総合的に推進する。

○一 60,540

展示事業費 119,331 調査研究の成果や地域に根ざした身近な話題を材料とし、人と自然

(琵琶湖博物館) (86,695) の関わり等について展示を行う。

使 84,514 企画展の開催 18,823

企画展示「琵琶湖の湖底を探検しよう！(仮題)」を開催する。

財 780

繰 26,957

諸 7,080
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【水政課】

琵琶湖総合保全対策 3,300 琵琶湖の総合保全の推進と、琵琶湖淀川流域圏の再生に向け、必要

費 (3,000) な調査・検討を行う。

○一 3,300 琵琶湖淀川流域圏再生推進事業 2,300

琵琶湖淀川流域圏の再生に向け、琵琶湖淀川流域の実情に即

した統合的流域管理のあり方や仕組みを調査・検討し、国をは

じめ関係者に提案する。

【琵琶湖再生課】

琵琶湖総合保全対策 88,234 琵琶湖の総合保全の推進に必要な調査・事業を実施するとともに、

費 (109,820) 琵琶湖再生の方向性等についての検討を進める。

国 40,050 １ 琵琶湖総合保全対策費 57,150

繰 29,700 (1) 湖沼水質保全計画（流出水対策等）推進事業 1,269

赤野井湾流域において水質調査等を実施するとともに、計

○一 18,484 画の進行管理のためのフォローアップ会議を開催する。

(2) 内湖再生検討事業 54,000

「早崎内湖再生計画(案)」をもとに実施計画を策定するた

めの測量および自然再生実施計画の作成を行う。

２ 琵琶湖の総合保全に向けての総合的・学際的な調査検討

26,683

琵琶湖再生に向けての各種調査等を実施するとともに、琵琶

湖総合保全整備計画（「マザーレイク21計画」）の見直しを行う。

環境管理対策費 11,369 環境基本法や環境基本条例等に基づき、健全で質の高い環境の確保

(13,006) を目指す。

○一 11,369 工場・事業場の環境汚染防止対策事業 6,958

工場・事業場における公害や事故による環境汚染を未然に防

止するため、環境汚染防止専門技術員が工場や事業場に立入り、

環境汚染防止対策について技術的支援を行う。
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琵琶湖レジャー対策 32,801 琵琶湖のレジャー利用の適正化に関する条例に基づき、琵琶湖での

費 (27,410) 適正なレジャー利用を推進し、環境負荷の低減を図る。

繰 10,401 １ プレジャーボートの航行規制 7,398

航行規制水域の指導監視と取締を湖岸、湖上から行う。

寄 500

２ 環境対策型エンジンの転換調査 900

諸 100 環境対策型エンジンの普及状況の調査を行う。

○一 21,800 ３ 条例の広報啓発 1,300

条例改正後の内容を迅速に広報し、定着を図る。

４ 外来魚のリリース禁止 12,292

ボックス、いけすでの回収を行うとともに、県内や下流府県

の小中学生にびわこルールと外来魚のリリース禁止の普及啓発

を行う。

５ 琵琶湖レジャー陸上監視・指導補助員設置事業 9,301

緊急雇用対策として、湖岸からのレジャー利用の啓発や指導

監視を行う。

【循環社会推進課】

循環型社会形成推進 66,241 廃棄物の発生を抑制するとともに、発生した廃棄物については再利

費 (66,261) 用するなど、廃棄物を資源として活用するための施策を推進する。

財 439 リサイクル製品認定事業 1,536

リサイクル製品認定制度や認定された製品の普及促進を図る。

繰 25,451

○一 40,351

散在性ごみ対策事業 27,133 滋賀県ごみの散乱防止に関する条例の趣旨徹底を図るとともに市町

費 (26,224) や関係機関と連携した散在性ごみ対策を実施する。

繰 8,669 淡海エコフォスター事業 2,169

道路、河川、湖岸等の公共的場所で美化清掃活動を行うボラ

○一 18,464 ンティア団体に対して支援する。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

生活排水対策事業費 62,893 生活排水に係る対策として、浄化槽の設置および適正な維持管理を

(61,459) 推進する。

国 50 １ 生活排水対策推進事業 26,716

繰 8,275 浄化槽法定11条検査促進事業委託料 8,275

緊急雇用対策として、効率化検査方式による法定検査を円

○一 54,568 滑に実施できるよう、データ整理および指定採水員（保守点

検業者）との連絡調整等の取組を促進する。

２ 浄化槽設置整備等事業費補助金 35,960

市町が実施する合併処理浄化槽の設置推進事業を支援する。

産業廃棄物対策事業 151,637 産業廃棄物の適正処理を推進するため、処理業者や排出事業者に対

費 (262,119) する監督、指導等を行う。また、アール・ディエンジニアリング産業

廃棄物最終処分場問題の解決のための取り組みを実施する。

使 29,489

１ 産業廃棄物適正処理対策事業 46,514

繰 14,617 産業廃棄物の処理状況を把握し、産業廃棄物処理業者への適

正処理に関する指導・啓発等を行う。

○一 107,531

微量PCB汚染廃電気機器等把握支援事業補助金 12,888

微量のPCBに汚染されているおそれのある電気機器等の保

有者に対して、分析調査費の一部を補助する。

２ 最終処分場特別対策事業 86,531

アール・ディエンジニアリング産業廃棄物最終処分場からの

生活環境保全上の支障除去のうち、緊急に実施すべき対策工お

よび処分場の施設管理等を実施する。

(1) 最終処分場支障除去対策工 62,239

有害物調査、緊急対策（下水道接続、西市道側法面工、地

下水揚水工）および処分場管理等を行う。

(2) 事業者等責任追及 2,992

対策事業の実施に必要な財源を求償するなど、違法な処分

等に関与した者の責任を追及し、廃棄物処理法に基づく措置

を講じる。
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(3) 処分場施設管理 10,300

既設の水処理施設について、維持管理を行う。

(4) 最終処分場周辺環境影響調査事業（モニタリング） 11,000

環境事業公社等事業 1,437,631 財団法人滋賀県環境事業公社が設置する公共関与による産業廃棄物

促進費 (2,155,535) 管理型最終処分場（クリーンセンター滋賀）の円滑な運営を図る。

繰 64,000 １ 周辺地域振興事業 89,829

諸 260,000 ２ 滋賀県環境事業公社運営資金貸付金 260,000

○一 1,113,631 ３ 滋賀県環境事業公社出えん金 1,081,312

産業廃棄物不法投棄 34,568 産業廃棄物の不適正事案に対して、迅速かつ厳正な対応を行い、県

防止対策費 (30,892) 民の快適な生活環境を保全する。

繰 18,090 １ 監視通報体制事業 11,172

監視指導員の配置、業者委託によるパトロールに加え、地域

○一 16,478 住民など多様な主体との協働を活かした総合監視体制を整備す

る。

２ 地域協働原状回復事業 1,490

地域住民が主体となって産業廃棄物の不法投棄現場を原状回

復する場合に支援する。
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【下水道課】

公共下水道促進事業 53,007 市町が実施する公共下水道事業等に対して助成を行う。

費 (58,007)

公共下水道整備水洗化促進等交付金 42,283

○一 53,007 公共下水道整備事業、公共下水道高度化事業および水洗化促

進事業を実施する市町に対して支援を行う。

処理区管理費 8,552,951 流域下水道施設を維持管理し、琵琶湖をはじめとする公共用水域の

(8,451,376) 水質を保全し、県民の快適な住環境を実現する。

また、公的資金補償金免除繰上償還の実施に伴う元利償還金軽減分

分 7,069,164 を流域下水道維持管理基金へ積立てることにより、関係市町との負担

の公平化を図る。

財 27,819

湖南中部処理区管理費 4,466,976 3,700,831

繰 797,759 88,970

越 653,796 湖西処理区管理費 1,064,382 980,592

－

諸 4,413

東北部処理区管理費 2,424,384 1,592,853

－

高島処理区管理費 585,816 445,102

－

（ ）上段は管理運営委託料、下段は公的資金補償金免除繰上

償還の実施に伴う基金への積立て
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流域下水道建設事業 7,102,696 生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、「マザーレイク

費 (7,010,496) 21計画」に基づき、流域下水道建設事業を推進する。

国 4,088,800
工 事 箇 所 見 積 額

分 1,505,447

湖南中部処理区 3,578,798

繰 13,248 処理場 水処理設備改築更新工事

汚泥焼却施設更新工事

諸 3,001

管 渠 管渠築造工事

起 1,492,200 （守山栗東雨水幹線宅屋工区 他１工区）

ポンプ場 改築更新工事

湖西処理区 111,433

処理場 水処理設備改築更新工事

ポンプ場 改築更新設計

東北部処理区 3,374,207

処理場 水処理設備改築更新工事

管 渠 管渠築造工事

（長浜第二幹線松原磯工区 他４工区）

ポンプ場 改築更新設計

高島処理区 38,258

処理区 鉛蓄電池改築更新工事

ポンプ場 監視制御設備機能増設工事
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【森林政策課・

森林保全課】

琵琶湖森林づくり事 1,473,199 琵琶湖森林づくり基本計画に基づき、琵琶湖森林づくり県民税充当

業費 (1,408,809) 事業として、環境を重視した森林づくりと県民協働による森林づくり

を実施する。

国 151,325

１ 陽光差し込む健康な森林づくり事業 345,350

財 1,338 森林の公益的機能を高めるため、環境林の整備や農業用水等、

重要な区域における除間伐を実施するとともに、森林所有者の

繰 681,236 意欲向上に向けた支援を行う。

○一 639,300 ２ 長寿の森奨励事業 42,000

手入れの行き届いた長伐期林に誘導するため、森林を適切に

管理するための活動を支援する。

３ 森林を育む間伐材利用促進事業 76,500

間伐材の搬出・利用による森林資源の循環利用拡大を推進す

るため、間伐材の買い取り、搬出路の開設や高性能林業機械の

利用に対する支援を行う。

４ 里山リニューアル事業 97,650

荒廃している里山を県民が森林に親しみ利用できる場所とす

るため、市町が実施する里山の整備を支援する。

５ 協働の森づくりの啓発事業 18,765

「協働の森づくり」の実践と定着を図るため、森林の価値や

森づくりの必要性を普及啓発するとともに、林業関係者から県

民に向けた情報発信を支援する。

６ みんなの森づくり活動支援事業 22,433

市町と森林所有者および里山保全グループが協働で行う里山

づくりや地域の活動団体による森林づくり活動を支援する。

７ 未来へつなぐ木の良さ体感事業 125,737

森林資源の循環利用と県産材の地産地消を推進するため、住

宅や公共施設での県産材（びわ湖材）利用や、利用拡大に向け

た取り組みを支援する。

８ 森林環境学習「やまのこ」事業 104,126

小学校４年生を対象に森林環境学習を実施する。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

森林組合振興対策費 71,210 林業労働力の確保と森林組合等の林業事業体の経営基盤の強化を図

(73,407) るため、雇用環境の改善や合理化、新規就業者への支援等を行うとと

もに、労働災害の未然防止のため、労働安全衛生の推進を図る。

国 1,766

林業労働力対策事業 10,719

財 5,242

諸 60,069

○一 4,133

湖国のみどりづくり 388,994 湖国のみどりづくりを推進するため、緊急雇用創出事業基金やふる

推進事業費 ( 450) さと雇用再生特別基金を活用して里山の整備や森林の現況調査等を実

施する。

繰 388,159

１ 森林獣害対策事業 43,000

○一 835 緊急雇用対策として、公的管理が必要な森林について皮剥ぎ

防止を目的にした獣害対策を実施する。

２ 里山の安全・安心推進事業 48,358

緊急雇用対策として、治山ダム、雪崩防止柵などの保安施設

について、安全・安心のための点検・測量を行う。

３ ふるさと里山再生事業 133,407

緊急雇用対策として、高齢化が進む山村集落周辺の里山に対

して、除間伐・枝打ち等を実施することで住環境の整備、獣害

防止、里山環境の改善を図る。

森林整備加速化基金 1,397,001 森林整備の加速化と森林資源を活用した林業・木材産業等の再生を

事業 ( -) 図るために森林整備加速化・林業再生基金を活用して事業を実施する。

財 11,340 １ 間伐事業 145,500

市町・森林組合等の実施する間伐に対して定額での補助を行

繰 1,385,361 う。

○一 300 ２ 路網整備事業 121,400

市町・森林組合等が行う路網の整備に対して定額での補助を

行う。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

３ 木材加工流通施設整備事業 45,682

間伐材等の木材の利活用を促進するため、加工流通施設の整

備を支援する。

４ 木造公共施設整備事業 1,009,903

森林資源の循環利用を促進するため、公共施設等における地

域材を活用した施設整備を支援する。

造林公社運営費 2,312,040 (社)滋賀県造林公社および(財)びわ湖造林公社の運営に必要な管理

(2,295,052) 経費と森林整備に要する経費についての出資金および出捐金、ならび

に免責的債務引受に基づく(株)日本政策金融公庫への償還金を支出す

○一 2,312,040 る。

１ 出資金および出捐金 216,200

(1) (社)滋賀県造林公社出資金 72,600

(2) (財)びわ湖造林公社出捐金 143,600

２ 償還金 2,094,615

林野関係公共事業 2,316,217 森林・林業関連の公共事業を実施する。

(2,381,488)

補助公共事業

国 1,248,656 事 業 名 箇所数等 見 積 額

分 6,500 補 助 造 林 事 業 3,066 ha 831,539

起 928,700 補 助 林 道 事 業 ６路線 272,053

○一 132,361 補 助 治 山 事 業 60か所 1,195,249

単独公共事業

事 業 名 箇所数等 見 積 額

単 独 林 道 事 業 １路線 2,176

単 独 治 山 事 業 ８か所 15,200



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【自然環境保全課】

自然環境保全推進費 65,499 「ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例」に基づき、希

(20,056) 少野生動植物の保護やその生息・生育環境の保護を図るとともに、外

来種の防除対策を推進し、生物多様性の保全に向けた総合的な対策を

繰 53,474 推進する。

○一 12,025 １ 野生生物保全対策事業 3,063

「滋賀県で大切にすべき野生生物」の取りまとめを行い、滋

賀県レッドデータブック2010年版として編纂する。

２ 生物多様性に配慮した地域づくり推進事業 5,003

平成22年に名古屋市で開催される生物多様性条約第10回締約

国会議(COP10)の関連事業として展示ブースの設営、現地視察

等の開催により本県の取り組みを発信するとともに、県内各地

の施設等における巡回展示等により県民の理解を深める。

３ 外来水生植物駆除事業 13,000

琵琶湖岸等において確認されている特定外来生物（植物）の

駆除を行い、琵琶湖の生態系の保全を図る。

自然公園施設整備事 3,600 特別保護地区を含む伊吹山のお花畑等においては、利用者による踏

業 (5,000) みつけ、採草等が行われなくなったことによる植生遷移の進行、外来

種の侵入等により優れた自然景観への影響が生じていることから、自

国 1,620 然再生のための所要の整備を図る。

○一 1,980 伊吹山自然再生事業 3,600

鳥獣保護推進費 22,373 鳥獣保護施策を推進するとともに、狩猟免許制度の適切な実施、子

(30,045) どもの環境保全意識の向上を図る。

使 4,530 滋賀県こども環境特派員事業 1,512

生物多様性条約第10回締約国会議(COP10)のサイドイベントを

○一 17,843 ラムサール登録湿地である琵琶湖を有する本県に誘致し、本県

と日本全国、世界各国の子どもや若者の交流を深める。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

鳥獣対策費 143,972 有害鳥獣対策を総合的に推進し、農林水産業被害等の軽減を図るこ

( 29,900) とにより、野生鳥獣との共生を図る。

繰 134,721 １ カワウ総合対策推進事業 15,100

竹生島に管理用歩道を整備し、人による追い払いや銃器によ

○一 9,251 る個体数の削減、営巣妨害、繁殖抑制を行う事業に助成する。

また、カワウ総合対策計画の進捗管理、対策効果の検証、広域

対策を実施する。

２ 獣害対策推進プロジェクト 126,692

地域ぐるみの獣害対策の充実・強化を図り、農林業被害等の

軽減を通じて、人と野生動物との共生の実現を目指す。

(1) 人づくり推進事業 1,925

有害鳥獣捕獲等従事者の技能向上等

(2) ＰＤＣＡ徹底事業 2,515

有害獣に関するモニタリング調査等

(3) 湖国の森林と自然を守るニホンジカ特別対策事業 64,530
も り

特定鳥獣保護管理計画(ニホンジカ)に基づく個体数調整等

ヨシ群落保全事業費 35,307 琵琶湖のヨシ群落が持つ多様な機能が健全な形で発揮されるよう、

(15,500) ヨシ群落保全条例およびヨシ群落保全基本計画に基づき、適切な保全

策を講じる。

国 6,750

１ ヨシ群落造成事業 15,000

繰 20,000

２ ヨシ群落維持管理事業 20,000

○一 8,557



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

水草刈取事業費 66,716 大量に繁茂し、生活環境や船舶の航行に支障のある琵琶湖の水草に

(51,747) ついて、緊急性や公共性の高いところから重点的に刈り取りを行う。

財 34,575 １ 水草刈取事業 50,989

繰 19,446 ２ 水草・ハス人力刈取事業 15,246

○一 12,695


